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2012 クラブワールドカップ準々決勝視察分析 

 
報告者： 池谷 孝 （清水エスパルス、指導者養成委員長） 

 
■目的： 準々決勝 2 試合の視察分析の中で、モントレーのサッカーを中心に育成について考察する 
■分析対象： モンテレイ(メキシコ)対蔚山(韓国)[３－１]、広島対アルアハリ(エジプト)[1-2] 
■報告対象者： 全ての種別 
■流れおよび全体像： 

モンテレイは個々のボールの収め方、パスの質を基本にしたモビリティにすぐれ、連続したプレーに欠けた
蔚山に快勝した。広島は攻撃面ではゲームを支配したがアルアハリのチャンスを見逃さないサッカーに屈し
た。 
 
■課題の発見と分析 

モンテレイ(メキシコ) 

 攻撃（strong point） 
▶バイタルエリアの突破がうまい・・・モビリティ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ）を可能にしているもの 
 １．確かな技術・・・小さい頃からのゲーム環境で身に付けたゲーム技術(収める、渡す、走る) 

２．選手の距離感のよさ 
 ３．前に仕掛けながら味方に渡す、走るべき時に走るべき場所へ走るというパサーとレシーバーの

2 人の関係性の連続が多くのシュートチャンスを作っている。 
   ４．動いた選手のスペースを埋めていく動き(ローリングしながら) 
   ５．最初のプレーがゴールに向かっている 
   ６．ポジションバランスのよさ・・・中央に厚く選手を置くフォーメーションと連動し、サイドも有効に使

って攻める。 
 守備(strong point) 
  ▶個々の献身的な守備とチームとして連動した守備 

1．相手がボールに触った次の瞬間を狙う守備 
   ２．Be Hind The Ball(すばやく全員が守備に参加)・・・全員のプレス、連動で奪う 
 

蔚山（韓国） 

攻撃(weak point) 
▶2 人の関係性だけでは行き詰まる・・・苦し紛れのパス 

  守備（weak point） 
   ▶下がってはいるが守ってはいない・・・ブロックは作っているが奪うタイミングを失った消極的な守備 

▶攻撃している時の守備の準備が不足 
 

■トピックス 
 モンテレイの、個の力をチームワークの中で活かすサッカー、個人の確かな技術力（ボールを収める、ボ
ールを渡す、正しく走る）。これらは小さい頃からのゲーム環境に負うところが大きいと推察できる。 
 

広島(日本) 

 全体 
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▶モビリティはあるがラストパスの精度が低くフィニッシュまで持って行けない・・・シュートに辿り着かない
攻撃 

▶クロスの質（全力で走っている味方へのスピードボールのピンポイントパス）の低さがチャンスをつぶす 
▶ＦＷ佐藤寿人の「消えて飛び出す」プレーは効果的であった。 
▶崩されていないのに 2 失点・・・ゲームプランを壊してしまう 

アルアハリ(エジプト) 

全体 
 ▶少ないチャンスをシュートまで結びつけている 
 ▶前半、浅いラインの裏を突破される、右サイドが何度も裏を突かれる・・・問題解決力不足 
 

■トピックス 
 「ボールの奪われ方でサッカーの質がわかる」ということを感じさせる場面がいくつもあった。あいまいなプレ
ー、確信のないトリッキーなプレー、パスのまずさで奪われるシーンが見られた。 
 また、消えて飛び出すタイプのＦＷ、ターゲットマン（目印）タイプのＦＷ、異なるタイプのＦＷであるがそれ
ぞれのチームのスタイルの中で特徴を活かしながら生きている。育成の視点の一つ。 
 
□提言 
▶トレーニングせよ 
 １．クロス(蹴る)トレーニング・・・全力で走る味方に合わせる速いピンポイントパス、ラストパスの精度 
 ２．パーフェクトスキルの習得・・・よく観ながら、相手との関係でボールを収める技術、走っている味方に

ボールを渡す技術、正しく走る技術、シュート技術、運びながらプレーする技術の精度を上げる 
 ３．狭いエリアでのトレーニングの有効性 
▶チャレンジせよ 
 １．すばやい動き、すばやいパス、最初のプレーをゴールに向かう 
 
▶コンビネーションを構築せよ 
 １．モビリティプレー・・・チャレンジする、走る、走っている味方にパスするという 2 人の関係性構築を基盤

とした連続した攻撃。距離感。パス技術そのもの。フィニッシュに到達するモビリティ 
 ２．組織的な守備・・・全員が守備に参加する。前の味方の動きに合わせて対応を変えていく守備。奪

う守備、アプローチ＆アプローチ！！！の意識。 
▶チームをつくれ・・・ゲームフォーメーションを基盤に、コンビネーション(11 人の具体的な関係性)を作り上

げていくトレーニングのプロセスとゲーム 
▶よりよい指導を・・・育成の目的に向かって、teaching、coaching、help をうまく使い分けながら 
 
■まとめ 
 サッカーの特徴を、「選手の判断、決断で行われるスポーツ」「不確定要素（予想がむずかしい）が多く、
ミスが多く起るスポーツ」という視点から見ると、「技術」プラス「考える力」プラス「コンビネーション」という
ものが選手のゲーム中の問題解決力（ゲームパフォーマンス）を高める基礎になるように思います。 

つまり、トレーニングとゲームでゲームに必要なボール技術を習得し、よく観てアイディアを持ちながらプレ
ーする準備を重ね、ポジションの近くの味方やチーム全体のコンビネーション力を高めることだと思います。 
 そしてこれらを基礎としたサッカーのクオリティは、小さい頃からのゲーム環境、サッカー環境が大きく関わ
ってくると考えられます。リーグ戦文化が薄い日本で、いかにトーナメントのような一発勝負のメンタリティと
技術をリーグ戦に持ち込めるかということは、ぬるま湯の練習ゲームと同様大きな課題であると思います。ヒ
ントのひとつは、こんなゲームをさせたいという逆算の発想あると思いますがいかがでしょうか。   
       








